
　
　

県
に
お
け
る
住
宅
の
耐
震
状
況
と

県
民
へ
の
普
及
啓
発
を
含
め
た
耐
震
対

策
は
?

　
　
五
十
川
泰
史
・
土
木
部
長

　

住
宅
の
耐
震
化
率
は
75
%
で
、
全
国

平
均
の
87
％
と
比
べ
、
低
い
状
態
に
あ
る
。

住
宅
の
耐
震
対
策
は
、
県
内
の
各
市
町

村
で
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
等
に
対
す

る
助
成
事
業
で
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
る
。
ま
た
、県
の
し
ま
ね
長
寿
・

子
育
て
安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
で
は
一
定
の
耐
震
改
修
が
行
わ
れ
る

場
合
に
、
助
成
上
限
額
の
引
上
げ
も
行
っ

て
い
る
。

　

普
及
啓
発
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地

震
災
害
と
耐
震
改
修
の
必
要
性
の
理
解

の
た
め
、
出
前
講
座
や
地
域
学
習
会
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

消
防
団
訓
練
の
中
で
、
地
震
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
訓
練
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。
特
に
崩
壊
建
物
か
ら
救
出
す
る

訓
練
が
必
要
と
考
え
る
が
？

　
　
五
十
川
・
土
木
部
長

　

六
市
で
は
、
消
防
本
部
と
共
同
で
行

う
崩
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
、

救
助
資
機
材
等
を
用
い
た
訓
練
、
避
難

経
路
の
確
認
な
ど
の
訓
練
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
陸
路
が
寸
断

さ
れ
、
関
係
機
関
の
支
援
が
困
難
を
極

め
る
中
、
地
元
消
防
団
が
崩
壊
し
た
家

屋
か
ら
の
救
助
活
動
や
傷
病
者
の
搬
送

な
ど
、
自
か
ら
も
被
災
し
な
が
ら
、
初

動
段
階
か
ら
懸
命
に
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
震
災
時
に
お

け
る
消
防
団
に
よ
る
初
動
対
応
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
会
議
等
で
改

め
て
周
知
し
、
消
防
学
校
で
の
教
育
訓

練
を
実
施
す
る
。

　
　

新
年
度
予
算
の
中
で
、
能
登
半
島

地
震
を
踏
ま
え
た
対
策
を
予
算
に
組
ま

れ
た
が
、
知
事
の
思
い
は
?

　
　
丸
山
達
也
知
事

　

い
ち
早
く
被
災
地
の
状
況
把
握
が

一
番
大
事
で
、
具
体
的
に
は
海
上
保
安

庁
や
自
衛
隊
の
ヘ
リ
・
船
舶
で
機
材
や

人
員
を
投
入
し
、
救
助
を
迅
速
に
進
め

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
支
援
を
受
け
る
た
め
の
環

境
整
備
と
し
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て

利
用
で
き
る
適
地
が
あ
る
か
ど
う
か
を

県
側
と
し
て
も
調
査
し
、
自
衛
隊
と
も

予
め
目
合
わ
せ
を
し
た
い
。
ま
た
、
大

規
模
な
災
害
に
よ
っ
て
物
資
補
給
に
時

間
を
要
す
る
と
い
う
事
態
に
備
え
る
た

め
に
、
食
料
や
飲
料
水
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
一
定
箇
所
の
備
蓄
を
改
め
、
分
散

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
半
島
部
の
配
置
や
、

備
蓄
量
自
体
を
0.5
日
分
か
ら
1
日
分
に

増
や
し
た
い
。

　
　

大
東
線
の
廃
止
に
伴
う
対
応
に
つ

い
て
、
課
題
は
車
両
の
確
保
と
人
材
確

保
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
民
バ
ス
な
ど

運
転
手
確
保
の
対
策
は
?

　
　
藤
井
洋
一
・
地
域
振
興
部
長

　

交
通
人
材
確
保
に
向
け
た
新
規
事
業

と
し
て
、
路
線
バ
ス
事
業
者
に
加
え
、

市
町
村
有
償
運
送
の
運
行
を
支
え
る
タ

ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
を
新
規
雇
用
し
、
半
年
以

上
勤
務
し
た
際
に
、
一
人
当
た
り
20
万

円
を
支
給
す
る
予
算
を
、
今
議
会
に
提

案
し
て
い
る
。

　
暖
か
な
日
差
し
の
下
、
疲
れ
た

心
が
ホ
ッ
と
柔
ら
か
く
包
ま
れ
る

こ
の
頃
、
皆
様
も
き
っ
と
同
じ
よ

う
な
気
持
ち
で
春
を
迎
え
ら
れ
た

と
察
し
ま
す
。
お
元
気
で
し
ょ
う

か
?

　
戦
争
、
大
災
害
、
政
治
の
混
乱

な
ど
一
人
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
混
沌
の
情
況
は
、
本
人
が

自
覚
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
一
方
的
に
や
っ
て
き
て
、
私
た

ち
の
生
活
や
心
の
あ
り
方
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
ね
。

　
日
経
平
均
株
価
が
一
時
、
過
去

最
高
の
４
万
円
台
に
の
り
、
春
闘

で
は
歴
史
的
賃
上
げ
も
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
物
価
高
が

続
き
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
の
多

い
地
方
の
不
安
感
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ

ん
。

　
そ
ん
な
中
、
４
月
28
日
に
衆
院

補
選
（
島
根
一
区
）
の
投
開
票
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
は
一
番
、
一

人
ひ
と
り
が
謙
虚
さ
を
大
切
に
し
、

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
「
底
力
」
を

発
揮
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

能
登
半
島
地
震
を
通
じ
て

見
え
て
く
る
防
災
対
策
に

つ
い
て

①

広
域
的
な
地
域
交
通
に

お
い
て
人
手
不
足
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

②

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
の
見
直
し
に
つ
い
て

③

令
和
六
年 

二
月
定
例
会
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半
島
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震
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通
じ
て
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く
る
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災
対
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人
手
不
足
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

③ 

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

　 

の
見
直
し
に
つ
い
て

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
問
一
答

(

二
月
十
四
日
〜
三
月
十
四
日)

問問問問 答答

問問問問 答答答答

問問答答

答答

　
　

食
料
有
事
法
案
に
お
け
る
緊
急
事

態
で
の
国
の
方
針
に
従
わ
な
い
場
合
の

罰
金
刑
に
つ
い
て
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
こ
と
は
、
農
家
の
心
を
踏
み
に
じ

る
方
針
だ
と
怒
り
を
持
つ
人
が
多
い
が
、

県
の
受
け
止
め
は
?

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

世
界
的
な
人
口
増
加
や
気
候
変
動
等

を
背
景
に
、
国
内
の
食
料
供
給
が
不
足

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
の
下
で
、
事
態
の
深
刻
度
に
応
じ
て
、

３
段
階
の
食
料
供
給
の
確
保
対
策
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
の
措
置

と
し
て
、
国
が
各
事
業
者
の
供
給
能
力

を
把
握
す
る
た
め
に
求
め
る
生
産
計
画

な
ど
の
届
出
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
罰
金
や
科
料
の
罰
則
の
適
用
、
そ

れ
か
ら
正
当
な
理
由
な
く
、
計
画
に
沿
っ

た
取
組
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の

旨
を
公
示
す
る
と
い
っ
た
措
置
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。

廃止予定の一畑バス「大東線」

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。

令和６年３月

第19号
高橋まさひこ高橋まさひこ
島根県議会議員島根県議会議員

高橋まさひこ事務所　〒699-1251 島根県雲南市大東町大東1888  TEL 0854 - 43 - 8057



〈主な新規事業〉

公式サイト YouTube Facebook

県議会の動向、詳しい
活動状況に興味ある
方はアクセスを！

エネルギー価格・物価高騰対策

活力ある産業をつくる

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

〇県内経済を守り、回復させる施策
〇県民生活の支援
〇その他

〇魅力ある農林水産業づくり
〇力強い地域産業づくり
〇人材確保・育成

〇結婚・出産・子育て

10億9,000万円
1億2,000万円
19億6,700万円

149億9,600万円
　103億9,400万円
16億3,800万円

110億6,100万円

地域を守り、のばす

31億7,700万円

270億2,800万円

110億6,100万円

348億円
〇中山間地・離島の暮らしの確保
〇地域の強みを活かした圏域の発展
〇地域の経済的自立の促進
〇地域振興を支えるインフラの整備

36億300万円
5億4,400万円
2億3,900万円

304億1,400万円

島根を創る人をふやす
〇島根を愛する人づくり
〇新しい人の流れづくり
〇女性活躍の推進

26億3,700万円
　16億4,700万円
２億2,900万円

45億1,300万円

◎令和6年度予算は、エネルギー価格・物価高騰対策と
島根創生の推進の両立を進めるとともに、健全な財
政運営を図る予算として編成。

◎国の施策や財政支援を踏まえてエネルギー価格・物
価高騰対策や国土強靭化対策を進め、切れ目ない予
算編成。

◎総額ベースの予算は4,932億円で、新型コロナウイル
ス感染症の5類移行に伴い前年度比3.9%、202億
円の減。

　新型コロナウイルス感染症対策及びエネルギー価格・
物価高騰対策を除く通常予算は、政策的経費や投資
的経費の増等により前年度比2.0%、97億円の増。

○優良雌子牛保留臨時対策事業
○しまね和牛マーケティング・県外販売拡大支援事業
○製材力強化事業（うち、中核製材工場の施設整備等、木材流通拡
　大対策）
○しまねＤＸ推進事業（うち、しまね地域ＤＸ拠点運営事業）
○浜田港国際定期航路安定化推進事業
○一畑百貨店閉店に伴う県内事業者への支援事業
○「物流2024年問題」を見据えた対応
○結婚支援事業（うち、結婚機運醸成事業）
○国際チャーター便誘致によるインバウンドの促進
○ＦＤＡ路線の維持対策及び観光誘客事業
○男性の家事・育児参加促進事業（うち、家事手帳）
○交通人材確保特別緊急対策事業
○国民スポーツ大会開催準備
　事業、競技力向上対策事業
○能登半島地震を踏まえた災
　害対応力の強化

当初予算額 :4,617億円

エネルギー価格・
物価高騰対策
エネルギー価格・
物価高騰対策

人工減少に
打ち勝つための
総合戦略

（産業振興・子育て支援
・地域振興・人材確保）

人工減少に
打ち勝つための
総合戦略

（産業振興・子育て支援
・地域振興・人材確保）

生活を支える
サービスの充実
生活を支える
サービスの充実

安全安心な
県土づくり
安全安心な
県土づくり

32億円

774億円
721億円

570億円

予算の４つの柱

　
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
能
登

半
島
地
震
の
教
訓
に
よ
る
防
災
対
策
が

多
く
あ
っ
た
。
半
島
地
震
で
あ
っ
た
こ

と
や
人
口
減
少
・
高
齢
化
な
ど
、
島
根

県
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
道
路
や

電
気
・
水
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
が
分
断
さ

れ
、数
多
く
の
孤
立
集
落
も
発
生
し
た
。

島
根
県
職
員
も
支
援
の
た
め
救
援
部
隊

が
派
遣
さ
れ
、
丸
山
知
事
か
ら
島
根
半

島
対
策
も
直
ち
に
検
討
す
る
よ
う
指
示

さ
れ
た
と
聞
く
。
道
路
が
分
断
さ
れ
救

援
物
資
も
重
機
も
持
ち
込
め
な
い
中

で
、
人
命
救
助
に
必
要
で
あ
っ
た
の
は

人
力
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
し
か

も
、膨
大
な
人
々
の
力
を
必
要
と
す
る
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
者
が

救
援
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
が
、「
経

験
が
生
か
さ
れ
な
い
災
害
」
と
発
言

さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
は
近
隣
か
ら

消
防
職
員
、
自
衛
隊
、
消

防
団
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
人
力
や
重
機
で
多
く

の
尊
い
命
が
助
け
ら
れ

た
と
思
う
。
そ
う
は
言
っ

て
も
人
口
が
多
い
た
め
に

亡
く
な
ら
れ
た
人
も
多

い
。

　
島
根
県
は
幸
い
に
し
て

大
き
な
地
震
は
な
い
が
、

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

も
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
は

補
助
金
制
度
を
活
用
し
、

耐
震
調
査
と
耐
震
補
強
の

必
要
性
を
感
じ
た
。

　
新
年
早
々
に
不
幸
な
災

害
が
発
生
し
た
が
、
一
日

も
早
い
復
旧
と
と
も
に
災

害
の
な
い
一
年
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

当初予算の概要
歳入予算 歳出予算

県　　　税

地方譲与税等

地方交付税

国庫支出金

項　　目 令和５年度 令和６年度

　740億円

145億円

1,850億円

990億円

　782億円
165億円
1,814億円
　754億円

総　務　費

土　木　費

教　育　費

項　　目 令和５年度 令和６年度

339億円

675億円

883億円

　383億円

691億円

899億円

衛　生　費

公　債　費

農林水産費

増
額

減
額

449億円

597億円

459億円

216億円

552億円

439億円

と
な
っ
た

も
の

と
な
っ
た

も
の

予算のポイント
令和６年度（2024）

発行責任者
高橋まさひこ事務所

https: //m-takahashi.jp

info@m-takahashi.jp

〒699-1251 島根県雲南市大東町大東１888
TEL.0854-43-8057　FAX.0854-43-6479

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！


